
中学部 ○年合同 生活単元学習 学習指導案

日 時：平成２２年１２月３日（金）１０：２０～１１：１０
場 所：中学部○年○組教室
指導者： １ （ ２ （ ３ （ ４）（ ）、 ）、 ）、T T T T

「プレゼント大作戦」 ～おかしを作ろう～１ 単元名

２ 目 標
(１)活動内容やプレゼントする相手が分かり、プレゼントすることを期待して、調理や製作活動をする。
(２)調理や製作活動を友達と一緒にするなかで 自分の気持ち 依頼や要求 の伝え方を覚えたり 表情や、 （ ） 、

行動などで応じたりする。
(３)使う道具や調理器具、材料などの名称を覚え、自分で準備したり、友達と貸し借りをしたりする。

３ 生徒と単元
(１)生徒について

本学年は男子４名 女子２名の計６名で構成されている 本校小学部から４名 地域の小学校から２名、 。 、
が進学してきた 日常的な会話を楽しむことができる生徒から 発語はないが簡単な指示を理解して行動。 、
ができる生徒まで多様な実態である 平仮名を読むことができる生徒が２名いるが ほとんどの生徒は写。 、
真や実物を利用して情報を理解できることが多い。
昨年度から学年合同授業で一緒に活動する場面を多く設定してきたことで 名前を呼んだり 活動が遅、 、

れているときには手伝おうとしたりとお互いを意識して活動する様子が見られるようになってきた｡しか
し 名前を呼びかけず急に手を出して手伝おうとしたり 相手の反応を待たずに一方的な関わりになった、 、
りと、相手に伝わるような表現方法が定着していない場面が多く見られる。

調理については今年度カレー作りを行った そのときに 中学部の教師に食べてもらい おいしい と。 、 「 」
言われたことで、周りの人に喜んでもらううれしさや自分の頑張りを認められた満足感を味わうことが
できた また 秋に収穫したさつまいもを教室の床に並べて乾燥させていることで さつまいもを気にす。 、 、
る様子や「さつまいもは？」と今後どうするか気にかけて教師に問いかける姿が見られる。

(２)単元について
昨年度から畑で採れた野菜を使った調理活動に取り組んでいる 本単元で取り上げるお菓子作りは 昨。 、

年度もみんなで協力しながら行い 楽しかったという感想が聞かれたものである また お菓子を家族に、 。 、
プレゼントして喜ばれた経験もあり 大好きな教師や友達にプレゼントして一緒に食べるという目的をも、
つことで 相手の喜ぶ姿を想像したり 意欲をもって活動に向かったりすることができるのではないかと、 、
考える さらに 一緒に食べることで喜びを共有し 自分の活動への満足感や人に認められる喜びを感じ。 、 、
たり、次回の製作に向けて意欲を高めたり、自己有用感につなげたりできるのではないかと考える。
また プレゼントにあたっては お店を見学したり 市販の商品を参考にしたりして 作る物を自分た、 、 、 、

ちで考えることで 自分たちで作っているという気持ちもち より意欲的に活動に向かえるのではないか、 、
と考える。
お菓子作りやプレゼントの準備は 様々な工程を含んでいる お菓子作りでは材料を潰したり 混ぜた、 。 、

り 生地を練ったりする また プレゼントの準備では 紙を切ったり シールを貼ったり色を塗ったり、 。 、 、 、
するなど 個々の生徒の得意な活動を生かして協力して活動することができる しかも 一人で製作する、 。 、
ことは難しいが 友達と協力して活動することで 完成させる喜びを味わうことができる 協力して製作、 、 。
する課程には 道具や材料を自分で準備したり 友達と道具をやりとりしたりする場面が設定できる そ、 、 。
のような活動の中で 身近な道具の名称を覚えたり 友達と共有して使ったりすることができるのではな、 、
いかと考える。

、 、 。さらに 協力して製作するためには自分の気持ちを伝えたり 相手の要求に応じたりする必要がある
伝える相手を思いやり 名前を呼んでから依頼や要求を伝えたり 適切な声量で話したり 相手の肩をト、 、 、

。ントンとたたいてから話したりすることは相手と望ましい関わりをもつ上で身に付けてほしい力である
自分の好きな相手にお菓子を作ってプレゼントする一連の活動を通して 自分の気持ちの伝え方を覚えた、
り 相手の依頼や要求に表情や行動で応じたりすることができるようになるのではないかと考え 本単元、 、
を設定した。

（３）指導にあたって

「わかる」姿を引き出すために

【めあてがわかる】 ・プレゼントする相手を意識できるように、授業の導入時にプレゼントする
相手の顔写真を選んだり、掲示したりする場面を設定する。

・本時のめあてを意識できるように、顔写真入りの ストーリーカードで本時＊

の頑張ることを伝える。
【活動内容がわかる】 ・活動に見通しをもてるように、初めに完成品などの見本を提示したり、活

動時は、すぐに見える場所に置いておいたりする。
・本時の活動に見通しをもてるように、活動量を表で提示したり、具体物を操

作したりして活動の終了が分かるようにする。
【学習したことが ・自分の頑張ったことを友達に伝えたり、友達の頑張りを認めたりできるよ

わかる】 うに、授業のまとめの際に、今日の頑張りを発表する時間を設ける。
・友達との関わり方やプレゼントする様子を振り返られるように、実際の様子

をビデオで撮影し、相手の表情や言葉遣いに注意しながら見られるようにする。
・前時の学習を思い出せるように、授業の導入時に前時の活動を ストーリー＊

カードで提示し、頑張ったことを質問する。
ストーリーカード：本単元の流れを生徒たちが登場する一連のストーリーと＊

して絵や顔写真を使って作ったカード



（総時数３３時間 本時２８ ３３）４ 指導計画 /
題材名・小単元名など 活 動 内 容 主なねらい 時 数

収穫しよう、さつまいも ・畑の作物を収穫する。 ・友達や教師と一緒にさつまいも掘りをし、収穫する喜びを味わう。 ２時間
さつまいもで何を作ろう？ ・さつまいもを収穫したことを振り ・さつまいもの使い方を考えたり、メニューを決めたりする。 ７時間

返り、さつまいもで何をするのか
考える。

・誰にプレゼントするか考える。 ・中学部の生徒や教師などの中から、プレゼントしたい人を決め、その
相手に伝える。

・さつまいもを使ったお菓子を考え ・教師の手本を参考に、言葉やうなずきなど望ましい伝え方で意見や気
る。 持ちを伝える。

・さつまいもを使ったお菓子の作り ・パティシエ役の教師の演示を見て、お菓子の作り方を知る。
方を教師に聞く。

、 。・さつまいもを使ったお菓子の手順 ・パティシエ役の教師の手順を参考に 写真を並べ替えて手順表を作る
表を作る。

・友達とおそろいのグッズを考える ・友達とおそろいのグッズを考えることで、みんなで協力して作る気持。
ちをもつ。

プレゼント大作戦Ⅰ ・調理器具を確認する。 ・写真などを貼った手順表を基に、自分が使う調理器具や材料を確認する。 ４時間
・さつまいもを使ったお菓子を作る ・お菓子作りの手順表を手掛かりに調理する。。
・自分が選んだ相手にプレゼントし ・言葉や動作を交えて、プレゼントしたい相手にお菓子を渡す。

て、一緒に食べて感想を聞く。 ・調理で教師の問いかけに応じて、言葉やうなずきなど望ましい伝え方
で意見や気持ちを伝える。

・次回の計画を立てる。 ・プレゼントしている様子のビデオを見ながら振り返り、プレゼントす
るときに必要なものなどを考え、次回の計画を立てる。

プレゼント大作戦Ⅱ ・プレゼントする相手を決める。 ・中学部の生徒や教師などの中から、プレゼントしたい人を決め、その ２０時間
相手に伝わるように伝える。

・プレゼントするのに必要なものを ・プレゼント大作戦Ⅰのプレゼントの仕方と、誕生日やクリスマスのプ （本時１５／
決める。 レゼントと比べて、相手が喜ぶプレゼントの仕方を選ぶ。 ２０）

・プリントゴッコなどを使いメッセ ・自分の担当する活動が分かり、メッセージカードを作る。
ージカードを作る。 ・話し合い活動や製作活動で相手に応じた伝え方を覚えて、依頼や協力

したいことを伝える。
・お菓子を入れる箱を飾る。 ・プレゼントする相手が分かり、相手の似顔絵を描いたり、相手の好き

な色のシールを貼る。
・材料を購入する計画を立てる。 ・お出かけブックやお出かけマップを手掛かりに、材料の購入先を決め

る。＊１
・材料を購入する （校外学習） ・メモや写真などを手掛かりに、自分が担当している材料を買う。。
・似顔絵カードやクッキーの小袋用 ・プレゼントをする相手の数を確認しながら、似顔絵カードやシールを

のシールを作る。 作る。
・相手の目の前に移動してから名前や用件を伝えたり、友達の呼びかけ

に応じて顔を向けたりする。
・さつまいもを使ったお菓子を作る ・お菓子作りの手順表を手掛かりに、自分の担当を確認しながら調理を。

する。
・お菓子をラッピングする。 ・調理やラッピングのときに相手に応じた伝え方を覚えて、依頼や協力

したいことを伝える場面で使う。
・自分が選んだ相手にプレゼントし ・教師のヒントを手掛かりに、相手が喜ぶような言葉や態度で自分が決

て、一緒に食べて感想を聞く。 めた人にプレゼントする。
・活動を振り返る。 ・ビデオや写真で活動を振り返り、楽しかったことやうれしかったこと

を発表し合う。
＊１「お出かけブック」と「お出かけマップ」は「飛びだせ！○○市へ」で用いている自作の本市地図。



５ 個別の指導計画と単元における生徒の実態

児童･生徒氏名 年間目標（個別指） 短期目標（個別指） 単元における目標単元における実態
・写真や具体物を手掛かりに、 ・プレゼントする相手が分かり ・気持ちが崩れると、活動に向 ・プレゼントする相手を意識して、Ａ 、

自分の活動が分かり、自分か 自分から活動に向かう。 かうことが難しいときがある なぞり書きやこねるなど得意（２年 男）
ら活動に向かう。 が、教師や友達の言葉がけに な活動に自分から向かう。

応じて戻ってくることができ
る。

・望ましい伝え方を覚えて、使 ・相手を意識して、名前を呼ん ・突然肩に触れたり、顔を近づ ・相手を驚かさないよう、名前
。う。 でから関わり、報告する。 けたりして驚かせてしまうこ を呼んでから関わろうとする

とが多いが、友達のことが気
になり積極的に関わろうとす
る姿が見られる。

・調理では、使ったことのある ・自分の活動に必要な道具や材
道具や自が選んだ材料の名称 料の名称が分かり、自分で準
は覚えていることが多く、自 備する。
分で冷蔵庫などから探して持
ってくることがある。

、Ｂ ・学習内容や手順を理解し、自 ・手順や担当工程に沿って、自 ・好きな友達や教師とかかわる ・プレゼントする相手が分かり
分から調理や製作活動を行う 分で物の準備や調理・製作活 場面が多い活動では、自分か 顔写真の中から選択すること（２年 女） 。

動を行う。 ら名前を呼んだり、返事をし ができる。
たりなど意欲的に活動するこ
とができる。

・自分の気持ちを単語で伝えた ・友達や教師の言葉がけに応じ ・自分の気持ちを身振りや言葉
り、友達と協力したりしなが たり、友達と協力して学習活 ・ うん ううん いらない での返事などで友達に伝えた「 」「 」「 」
ら活動する。 動を行ったりする。 などの言葉や身ぶりで自分の り、友達の言葉がけに応じて

気持ちを教師に伝えることが 一緒に活動したりする。
できる。

・自分の使うものが分かり、写
・知っている道具や材料を見て 真カードを見て道具や材料の

名称の一部を声に出したり、 準備をする。
写真などを手掛かりに道具や材
料の準備を行うことができる。

・相手に喜ばれるポイントが分 ・プレゼントする相手を意識し ・仕上がりが雑なところも見ら ・プレゼントする相手が喜ぶよＣ
かり 自分から活動に向かう て、友達の意見や様子を参考 れるが、指示を理解して活動 うなデザインを考えたり、丁（２年 男） 、 。

にして調理や製作活動を行う することができる。 寧に作ったりする。。

、・グループのリーダーとして、 ・相手に伝わる話し方や誘い方 ・友達の分担が進まないときに ・教師の言葉がけを手掛かりに
友達をリードしながら活動を が分かり 実際の場面で使う は、自分でやろうとすること 友達に「一緒にやろう」と言、 。
進める。 もあるが、活動表を見ること 葉をかけてから手伝う。

で、自分の役割を理解して活
動することができる。

・調理や製作活動では 見たり ・友達が要求する道具の名称が、 、
使ったりしたことのある材料 分かり、道具を渡したり、｢○
や道具の名称を知っていて、必 ○さん△△を貸して下さい。｣
要な道具などが近くにないとき と伝えてから借りたりする。
でも探そうとする姿が見られる。



、Ｄ ・提示された写真などを見て、 ・写真を見て、学習活動につい ・プレゼントする相手が分かり・写真カードや具体物を見て、こ
、（２年 男） 学習する内容や活動の順番が ておおよその見当をもち、落 調理の準備に取り掛かったりれからの学習が分かり、自分の

分かり、調理や製作活動をす ち着いて学習できるようにな 決められた分の個数のラッピグループへの移動や活動の選択
る。 ってきている。 ングなどをしたりする。をする。

・用具の準備や片付けに自分や ・必要な用具を自分であるいは ・片付けるときには、友達に言 ・名前を呼んだり 「一緒にや、
友達と一緒に取り掛かり、最 友達と協力して準備したり、 葉をかけて使った物を一緒に ろう」と言葉をかけ、洗う、
後まで活動する。 使った用具を最後まで片付け 運べるようになってきている。 拭くなどの活動をする。

たりする。
・これまでに調理でよく使った ・写真を見て、使う用具や名称

、 、用具を覚えていて、写真や実 が分かり 自分で準備したり
物を手掛かりにして準備でき 友達との貸し借りをしたりす
るようになってきた。 る。

・教師の支援を受けながら、い ・調理や製作活動では、実物を ・自分から希望や意思を積極的 ・２枚の写真の中からプレゼンＥ
ろいろな素材に触れたり、道 見たり、触れたりしながら自 に周りに伝えることは難しい トする相手を選び、写真を見（２年 女）
具を使用したりする。 分の担当を選んだり、活動し が、自分の写真や家族の写真 てプレゼントする相手を意識

たりする。 を見ると笑顔になり、写真に しながら活動する。
手を伸ばすことがある。

・友達を意識しながら、みんな ・友達に必要な道具や材料を配 ・同じ学年の友達に名前を呼ば ・友達からの言葉がけを受けた
と一緒に活動する。 ったり、友達の呼びかけに応 れると 声のした方を見たり り、写真カードを手掛かりに、 、

えたりして一緒に活動する。 友達のいる方に走っていった したりして道具や材料を教師
りすることがある。 と一緒に準備し、友達と一緒

に活動する。

・ピーラ―の様に比較的軽く、 ・友達の呼びかけに応じて、歩
持ちやすい物は自分で握って いていったり、教師と一緒に
持つことができる。また、写 渡したりして用具の貸し借り
真を注視して、使う用具に気 をする。
付き、教師と一緒に準備する
ことが多い。

Ｆ ・教師の話を聞いて、活動内容 ・教師の話を聞いて学習に見通 ・教師などの顔を注目して話を ・プレゼントする相手の顔写真
が分かり、準備や片付けを自 しをもち、活動内容に関する 聞けるようになってきており、 や教師の話、手順表を手掛か（２年 男）
分で判断して取りかかる。 質問に対しておおむね正しく 教師の質問にも正しく答えら りにして、何をやるかが分か

答える。 れるようになってきている。 り、準備したり、速やかに移
動したりして活動をする。

・教師や友達と分担して片付け ・ お願いします」などと言っ ・誘いがない場合には、立って ・自分から友達の名前を呼んだ「
たり、自分の調理の役割を選 たりして友達と物を一緒に運 いる状態のときもあるが、誘 り 「お願いします」と言っ、

、 。んだりする。 んだり、自分の希望を教師な いに応じて、一緒に活動する たりして 協力して活動する
どに伝えたりする。 ことができる。

・用具を自分で準備をしたり、・写真や文字などの表示を見て、
使う用具を自分で準備するよ 安全に留意して用具の貸し借
うになってきた。用具の貸し りをしたりする。
借りでは、安全に引き渡すた
めの事前の確認が必要である。



、 。６ 本時の計画 ＊生徒の目標と指導上の留意点について わかる姿を で表す
（１）本時の目標及び展開

、 、 、本時の目標 関連単元の評価 ●自分の活動が分かって メッセージカードを作り 時間いっぱい取り組んだり・自分の活動やプレゼントする相手が分かり、似顔絵カードやシールを作る。
プレゼント大作戦 目標の枚数を完成させたりすることができた。・相手に伝わりやすいように、相手の目の前に移動してから名前を呼び、用件を伝
～お菓子を作ろう～ ▲導入の精選と個に応じた活動量の設定、発表の仕方や配置について改善が必要えたり、友達の呼びかけに応じて顔を向けたりして関わる。

１１月１７日 である。

本 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
・チェックシートの中の色が ・プリントゴッコを押すこと ・誰にプレゼントするものなの ・自分でプリントゴッコに用 ・プリントゴッコの取っ手を ・手順表を手掛かりに、３つ時

分かり、プリントゴッコに が分かり、教師の言葉に合 か分かり、印刷した用紙を相 紙をセットしたり、１回ご つかんで下ろし、音楽が鳴 の活動をする。の
セットした似顔絵カードと わせて力を入れて押す。 手の顔写真の下に乾かす。 とに印刷の仕事を交替をし るように押す。 ・ Ｅさんこっちだよ」とな個 「
同じ色の場所にシールを貼る。 ・友達から Ｂさんできたよ ・友達が用件を伝えられなかっ たりする。 ・友達から「Ｅさん」と呼ば るべく自分から呼びかける別 「 」

・Ｂの前まで移動して、立っ と言葉をかけられたら、う たときには 「どうしたの」 ・ Ｅさん、代わるよ」と伝 れたら、友達の方に顔を向 ことができる。目 、 「
たまま名前を呼んで用件を なずいたり 「はい」と声 と言葉をかける。 えてから友達と仕事を交替 けたり、篭を持って歩いて標 、
伝える。 を出したりして返事をする。 する。 いく。

時間 学習活動 指導上の留意点＊間接的支援（物理的支援）は間で、直接的支援（教師の動き）は直で表す。 準備物
単元名カー５分 １ あいさつをする 間仲間意識をもてるように、授業開始前にＥがＴ４と一緒に全員にプレゼント大作戦のバンダナを配る。
ド直一緒に活動する気持ちを高められるように、Ｔ１は合言葉担当の生徒を呼び、Ａが前に出て合図することで、全員で「プレゼント大作戦」と合言葉をコールする場を設定する。

直できる限り自分の力で活動できるように、Ｔ２は活動を見守る。学習に集中することが難しい生徒にはそばにつき、Ｔ１の話を分かりやすく説明したり、一緒に活動に向かったりする。
本時の流れ５分 ２ 本時の学習内容を確 直プレゼントまでの流れが分かるように、ストーリーカードを提示して、これまでの学習活動を振り返る。授業への意欲を高められるように、希望する生徒にストーリーカードの内容紹介を
カード認する。 依頼する。
箱の完成見本( )本時の目標と流れを1 直本時の活動内容が分かるように、本時の流れのストーリーカードを用意して説明したり、準備物一覧表を提示して準備状況を確認する。
ストリーカ確認する。 直目標を意識できるように、完成見本の箱を提示する。また、６個作ることが分かるように、Ｆにプレゼントする相手の写真を提示して、人数を数えるよう伝える。
ード＊１( )前時良かった関わり 直自分の活動を意識できるように、Ｔ１は使う道具の写真を提示して、生徒に「この活動は誰かな」と聞き、個別に活動内容を確認する。2
プレゼントをポイントとして振り 直良い関わり方が身に付くように、前時良かった関わり方を吹き出し付きの写真で振り返る。
相手の写真返る。 間関わるときのポイントをみて確認できるように、関わるときの約束を教室内に掲示しておく。
＊３

プリントゴ30 分 ３ 似顔絵カードとシー 直自分たちで活動場所の準備ができるように、Ｔ３とＴ４が白テーブルを設置する場所に立ち、Ｔ１がそれぞれのＴの位置に「友達と一緒に運んでね」と伝える。
ッコ＊２ルを２つのグループに 間生徒同士で準備できるように、道具を入れておくカラーボックスを固定して、生徒の顔写真や名前を貼る。

分かれて制作する。 直望ましい伝え方ができるように、不適切な伝え方があったときは、教師が望ましい伝え方を示し、一緒に話してみる。
ラジカセ（１班～Ａ、Ｂ、Ｃ） 間生徒同士が何度も関わることができるように、必要な枚数より多くの似顔絵カードやシールを制作する。また、１～２枚ごとに次の友達に渡す機会を設定する。

間プリントゴッコに用紙をセ 直今日のめあてを意識できる 直友達と準備することに気付け 直今日のめあてを意識できる 間プリントゴッコに気持ちを 直自分の活動に見通しをもて（２班～Ｄ、Ｅ、Ｆ）
カセットテ(1)準備する。 ットする活動の終わりが分 ように、好きな演歌歌手の るように、一人で準備をしよ ように 「プリントゴッコ 向けることができるように、 るよう、Ｔ２は手順表を見、
ープ(2)カードの用紙を適切 かるように、できた度にシ 写真がついたキャップを印 うとしたときには 「一人で で印刷するのは誰だっけ」 プリントゴッコにスイッチ せながら３つの活動の内容、

ールを貼れるチェック表を 刷する数と同じ８個用意し、 準備しますか」と聞く。 と質問し、交代で取り組む を組み込み、押している間 を伝える。な大きさに切る。
スイッチ（Ｃ、Ｆ） 用意する。 一枚印刷する毎に、篭から 間誰のプレゼントに入れる用紙 ことを確認する。 は音楽を聴くことができる 直今日のめあてを意識できる

直今日のめあてを意識できる 移動することを事前に伝え なのか分かるように、用紙の 間一人でシール用紙を固定で ようにする。 ように 「切り終わったら(3)前時完成した似顔絵 、
篭カードに、シールを貼 ように、Ｔ３はチェック表 る。 色と友達のバンダナの色を同 きるように、プリントゴッ 直自分からプリントゴッコを 誰に持って行くの」と質問

を使って８枚作ることをＡ 直意欲的にプリントゴッコを じものにする。 コのステージにストッパー 押すことができるように、 する。る （Ａ）。
カード用紙(4)プリントゴッコにカ と一緒に数える。 押せるように、プリントゴ 間誰のプレゼントの用紙が準備 を付けておく。 Ｔ４が始めにやってみせて 間白テーブルを設置する場所

間誰にプレゼントするものを ッコに好きな演歌歌手の写 できたか分かるように、ハン 直自分がプリントゴッコで印 音楽が鳴ることを確認する。 が分かるように、床と白テードやシールをセッ
シール用紙トする Ａ Ｄ。 （ 、 ） 作っているか分かるように、 真を貼り、Ｔ３は「ふたば ガーラックにプレゼントする 刷する順番が分かり相手に 直プリントゴッコを押す活動 ーブルの足に赤いテープを

チェック表には相手の顔写 ゆりこ」の言葉と一緒に押 相手の写真を掲示する また 伝えられるように、ＤとＥ を繰り返し行うことができ 貼っておく。(5)プリントゴッコで印 。 、
洗濯ばさみ刷する。 真を付け、枠の色と似顔絵 す身振りを示す。 各色ごとにＴ１が「誰のカー の顔写真が表裏になったカ るように、体調に応じて適 間Ｄと関わる機会を増やすよ

カードの用紙の色を合わせ 間自分から名前を呼ぶことが ドができたの」と問いかける ードを用意して、事前に一 宜休憩を入れ、気分転換を う、一人分ずつカード用紙（ 、 〈 〉）Ｂ ＥとＤ 交代
る。また、各色ごとにＴ１ できるように、Ｂが名前を ことで今日のめあてを意識で 回印刷したら裏返して「Ｅ 図る。 を渡し、切り終わったら、 ハ ン ガ ー(６)印刷されたカードを
が「誰のカードを作ってい 言えるＣを次の工程の担当 きているか確認する。 さん代わるよ」と伝えるこ 間体重をかけて印刷できるよ Ｔ４から次の用紙をもらう ラック取り出し 篭に入れる、 。
るの」と問いかける。 とする。 直友達の報告を受け止められる とを話す。 うに、プリントゴッコを置 ようにする。（Ａ、Ｄ）

チェック表(７)篭を持って、次の担 直Ｂの前に立って話しかける 間活動に集中できるように、 ように、Ｂが用件をうまく伝 直自分の呼びかけに対して友 く低い台を用意する。 直生徒Ｅに篭を持ってきても
ことができるように、始め 入口が見えない窓の方を向 えられないときには「どうし 達が応じることができるよ 直生徒Ｄに肩をたたかれたら、 らえるように、Ｔ４が一緒当者のところまで運ぶ。
はＴ３と一緒に報告して、 いて活動する。 たの」と聞くことを事前に伝 うにゆっくり話したり、肩 顔を向けられるように、Ｔ に「Ｅさん」と呼んだり、 はさみ（Ｂ、Ｅ）
２回目からは教師は見守り、 直友達の呼びかけに応じられ えておく。 をたたいて知らせたりする ４がそばで言葉をかけたり、 一人でも「Ｅさん」と呼べ(８)前時印刷した用紙を
できたら教師がＯＫサイン るように、Ａが近づいてき ように伝える。 生徒Ｆに名前を呼ばれたら るようにＴ１は友達の方をハサミで切る。
を出して称賛する。 たらＴ３は「Ａさんが来た 篭を持って行くことができ 注目させ 「Ｅさんを呼ん（Ｃ、Ｆ） 、

」 。(９)片付けをする。 よ」と言葉をかけたり、体 るようにＴ４は生徒Ｆと一 でみよう と言葉をかける
に触れて知らせたりしてＡ 緒に名前を呼ぶ。 間一人でシールを切ることが
に注目できるようにする。 できるように、プリントゴ

ッコの版に切り取り線を入
れておく。

直めあてが達成された喜びを味わうことができるように 「できた」など歓声が上がったときには共感する言葉をかけ、称賛する。、
間生徒同士で協力して片付けられるように、カラーボックスに道具の写真を貼っておく。

４ 本時の成果を発表す 間相手のグループの発表を意識して聞けるように、白テーブルを付けて、対面して座る。また、話す人の方を見るよう促す。７分
る。 直お互いの頑張りを視覚的に確認できるように、本時完成した実物を発表者の隣に置く。

( )グループの本時の成 直自分の頑張りを紹介できる 直発表するタイミングが分か 間発表する内容を整理して話せ 直自分の頑張りを紹介できる 直印刷する活動を発表できる 間一人で発表できるように、1
果を発表する。 ように、チェック表で誰の るように、ＣがＢの名前を るように、グループの友達の ように、ハンガーラックを ように、プリントゴッコを 事前にグループの友達の活

( ）プレゼントの準備が カードが何枚できたかＴ３ 呼ぶ前にＴ３が「次発表だ 活動名を記入できる穴埋め式 Ｄのそばに置く。また、Ｔ 用意して Ｅさん 押すよ 動名を記入できる穴埋め式2 、「 、 」
どれくらいできたか確 と一緒に数える。 よ」と言葉をかける。 のワークシートを用意する。 ４はめあてを振り返られる と言葉をかける。 のワークシートを用意する。
認する。 ように「誰と一緒に印刷し

たの」と聞く。
直視覚的にプレゼントの準備状況を確認して、達成感を味わうことができるように、プレゼントの準備物一覧表を提示し、Ｂに完成シールを貼ってもらう。
直 次の活動に期待をもてるように、次時に取り組む調理のストーリーカードを提示して説明する。３分 ５ あいさつをする。
間本時の活動が終わったことが分かるように、授業終了後にＥがＴ４と一緒に全員のバンダナを回収する。

本時の個別目標の評価
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生 徒 ・自分のやることが分かり、自分から似顔絵カードやシールの製作に向か

わ うことができたか。

か ・友達の前に行き、言葉をかけたり、声のする方を向いたりしてから、関

る わることができたか。

姿 教 師 直学習活動へ意欲的に向かうための言葉がけや教材提示ができていたか。

間生徒同士がコミュニケーションをとりながら活動する場面の設定や教材

が用意されていたか。
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